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研究成果概要 
本年度は、CALETの打ち上げが予定されていたが、NASAとのスケジュール調整や搭載

装置の準備状況により打上げが2015年に延期された。それに伴い、CALETは搭載装置の

製作及び性能試験の終了後に、長時間ミューオンランによるソフトウェア（コマンド

を含む）の機能試験を、筑波宇宙センターにおいて開発メーカと共同で実施した。そ

の結果、3月末にはJAXAの開発完了審査を終了して、搭載装置は打上げ準備のためにす

でに種子島宇宙センターに輸送を終えている。この段階で、研究者側の開発・試験の

任務は一応終了し、５年間の開発を無事達成する事ができている。	 

それに加えて、熱構造モデルと模擬回路を用いた性能評価のためのビームテスト用

装置を製作し、CERN-SPSにおいて、2015年２−3月に高エネルギー重イオンビームの照

射実験を実施した。この結果、これまでの陽子、電子ビーム実験に加えて、重イオン

の性能評価を達成しており、CALETで観測するほぼ全ての粒子種類についてビーム実験

による性能検証を実施できている。	 

	 さらに、計算機の共同利用により搭載装置の性能や軌道上観測予測のための大規模

シミュレーション計算を行い、早稲田大学CALETオペレーションセンター（WC0C）にお

いて、筑波宇宙センターとのデータ送受信テストを実施するとともに、データ管制に

必要なQLシステムの開発を行った。この結果、WCOCにおける軌道上観測データのモニ

ター、及び高次データ解析に必要なソフト及び設備の構築がほぼ終了している。	 
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